
私情協・分野連携（アクティブ・ラーニング）対話集会

ー数学分野ー

ビッグデータからデータマイニングや数理モデルの

可能性を考察する数学授業の改善提案

日本大学　非常勤講師    山本修一

１．はじめに
２．最小二乗回帰とディープラーニング
３．数学授業の改善提案



１．はじめに

（１）自然現象と比べて

ビッグデータ（明確な定義は存在しない）は，人間活動によって残
され，目的に応じて分析可能な形として大量に蓄積されている
データ

手書き文字認識の例 訓練データ 60,000枚の訓練用画像と 10,000枚の
試験用画像でアメリカ国立標準技術研究所(NIST)によって定義された

（２）自然現象を理解し，先のことが予測できたように

ビッグデータから重要な知識を発掘し（データマイニング），未知
を予測したい

（3） 新しい手法（コンピュータの飛躍的な進化とディープラーニン
グを含む機械学習）により

社会生活の中で，（AI という顔で）その活用が急速に期待されて
いる

（4） 教育の整備

すべての学生（文系の学生にも）に，ビッグデータからデータマイ
ニングや数理モデルの可能性を考察できる力を育む教育を分野別で
はなく体系的に作り上げる　　　 
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２．最小二乗回帰とディープラーニング

最小二乗回帰 参考 最小二乗法によるビッグデータ解析（杉山将）エ
ヌ・ティー・エス，東京，２０１４

（１）入力 x （d次元ベクトル）

と出力 yとをつなぐ実数値関数 y = f(x)を

（２） n の訓練標本 {(xi, yi)} i = 1, …, n)から，

一次関数 fw(x) = (w, x) = w1 x1 + ⋯+wd xd

（３）で近似する．

 1
2
∑i=1
n (yi - (w, xi))

2 の値が最小になるように w  （パラメーターの

数 dを表す d 次元ベクトル）を求める（これを学習するという）

xの次元数 dと nが非常に大きいので，微積分で学ぶ方法は使えない

学習法（例で）
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ディープラーニング（深層学習） 参考　ニューラルネットワークと深
層学習（Michael Nielson  ２０１４）, ディープラーニングがわかる数
学入門（涌井良幸，涌井貞美）技術評論社

ニューロンの数理モデル（１）

x1

x2

x3

出力入力

パーセプトロン（人工ニューロン）

y=w1x1+w2x2+w3x3+b

(w1)

(w3)

(w2) (b)

ここで，xi, y  は 0 か1, wi は重み，b はバイアスと呼ばれる．

パーセプトロンの意思決定

 y=
0 w1 x1 +w2 x2 +w3 x3 ⩽ 0

1 w1 x1 +w2 x2 +w3 x3 ⩾ 0

ニューロンの数理モデル（２）

x1

x2

x3

(z=w1x1+w2x2+w3x3+b)
入力

シグモイドニューロン

出力 σ(z)

(w1)

(w3)

(w2) (b)

σ(z) = 1
1+ⅇ-z

（シグモイド関数）
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ニューロンネットワークネットワーク（下図はテレスコーマガジンよ
り引用)

ニューロンネットワークの仕組みと誤差逆伝播法 （例で）
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 ３．数学授業の改善提案

平成34年度から年次進行で実施される新学習指導要領を視野に入れて
考察する．
特にカリキュラム・マネージメントの確立によって，高等学校では教
授内容を独自に設定できることを考慮

学んで置きたい数学（高校以上）
（１）二次関数，指数関数，数列，ベクトル，行列，微分法（積，商
の微分法，合成関数の微分法を含む）,正規分布
（２）偏微分および合成関数の偏微分法
（学生から嫌われる無理関数，三角関数，これらの微分法，および積
分については必須ではない）

高等学校の科目編成では，
数学I (必修）（数学I だけで履修を終える生徒に対する配慮）
数学II，数学III，数学A，数学B，数学Cをすべてを履修しない場合
は，高校で必要な内容（１）を学ぶことはできないので高校と大学で
分担せざるを得ない．
これに対しての改善案を提案し，検討してもらう
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